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新 谷 俊 裕
Toshlhiro　SHINτAM
　　　Det　er　ikke　altid玉et　for　e臓udleend量籍g　at　finde　ud　af，　hvorn毒r孤an　skal　bruge　at／とzlt，
Og　hvOrnar　hel／helt／hele．　Nar　der　er　tale　om　et　substantiv　i　ental，　s圭geS　det，　atα1／α〃
bruges　ved　uteellel圭ge　substantiver，　mens・hel／んθ〃／hele　bruges　ved　taelle韮ige　substa難t呈ver．
Der　er　dog　n◎g至e　substantiver，　ve（至hvilke　bade　al／41t　og　hel／舵〃／hele　kan　f（）rekomme：
fx．　kage，ノ7ゼtid．」Kage　kan　j◎veere　bゑde　uta：llelig　og　tεel玉elig　o9玉（an　derfor　optraede　med
bade　al　og　he1（Cノ：
　　　Peter　sp量ste　al　kagen．
　　　Peter　spiste　hele　kagen．
Ordet／7’tid　er　alt玉d　utεelle韮igt　og　f（）rventes　derf◎r　kun　at　optrεede　r罰ed〃1：
　　　Peter　bruger　al　s短fr三t三d　til負skerL
Fritid　kan　imid｝ert圭d　optraede　med　heie，登含r　den　er　afgreenset　af　en　fast　r我mme：
　　　Peter　brugte　he至e　s圭無fritid　t三i　at　reparere　huset　i　weekenden．
Ja，　ved　nogle　substaptiver　ka聡brugen　afα1／α〃el蓋er　het／helt／hele　atheenge　af，　hvordan
man　opfatter　t圭ng．
　　　Den　beste恥te　brug　af　he’e　kan　v肥re茎）rob玉ematisk，　for　def負黛des　to　tY峯）er，難em圭ig
hele－kagen－typen　og　de鷺一he歪e－kage－typen．　Mange　grammatikker　s玉ger，　at　de重o　typer　har
sam鵬e　betydn童ng，　og　nogle　grammatikker　siger，　at　de簸一hele－kage－typen　stilistisk　set　er
gam鵬e三dags，　Er　det　m◎n　tilfεeldet？De　lange　diskuss量o韮er，　jeg　havde凱ed　en圭無dfodt
dansker，　har　fのrt　til　felgende：
　　　Begge　typer　betegner　objektivt　set　det　samme，　men　de旦一hele－kage－typ舳ar
talerens　subje韮（t圭ve　v慧rder童聡g　med　sig，　sa　sεetn圭簸9（a）for　eksempel　kan◎mskr圭ves　som
filgende：
　　　（a）Peter　spiste（圭en　hele　kage．→（b）Peter　spiste　hele　kagen！
　　　eller吋（c）Peter　spiste　he韮e　kagen，◎g　det　var　meget！
　　　llel／heit／ゐete　ka籍desuden　bestemmende　bmges　i　modsee加圭無g　ti11／2，1／3，1／4
e至1er　andre　brekdele，　sa　sactn圭ng（d）kan　omskrives　so磁fslgende：
45
Al　kagen：hele　kagen：den　hele　kage
（d）Pe£er　spiste　de無he星e　kage．→（e）Peter　spiste　den　kage，（玉er　var　heL
Det　vil　s三ge，　at　den　h（rl（3　kage　kan　have　to　fors｝（ellige　betydninger（i（a）09（d））．
1．序
　現代デンマーク語では〈すべての〉を意味する語にa玉／alt／alleとhel／helt／heleがある。前者は名
詞的にも形容詞的にも用いられる代名詞で，名詞的に用いられる場合，altが〈すべてのこと・物〉
を表しaltingと同義であり，　aHeが〈すべての人々〉を表すのは周知のことである。これらが形容
調的に用いられる場合は，ふつうの形容詞とは異なり，形態論の観点からいうと，未知形・既知形
による変化はせず，共性名調の単数形とは常にa1が共起し，中性名詞の巣数形とはa嚢が，共性・
中性名詞の複数形とはalleが共起する。統語論の観点からみると，　al／alt／alleは定冠講等によって
限定された名詞の前に置かれる。このことを，一般的な形容詞god〈良い〉を｛列にして毘てみると
以下のようになる：
　　god　meelk：de無gode　ma診1k〈良いミルク〉唾→a正ma∋1k：al　meelken〈すべてのミルク＞
　　godt　vand：de£gode　vand〈良い水〉　　　－alt　vand：ak　vandet〈すべての水＞
　　gode　e韮ever：de　gOde　elever　　　　　　　－alle・elever：aile　eieverne
　　　　〈良い生徒たち〉　　　　　　　　　　　　　〈すべての生徒たち〉
　一方，hel／helt／heleは形容詞であり，形態的には他の形容詞とまったく岡様に未知形・既知形に
より変化する。統語的には他の形容詞と同様か（en　hel　dag：den　hele　dag，　et　helt　dsgn：det　hele
degn，£re　hele　dage；dag＜E＞，　degn〈昼夜，1β24蒔間〉），あるいは代名詞a王／a｝t／al｝eと同様である
（he玉e　dagen，　hele　degnet）o
　筆老の経験から見て，日本人のデンマーク語学雷者にとって複数名詞と結びつくalleの用法が問
題となることはまずないと思えるが，単数名調と結びつくal／al£はhd／helt／heleとの関連において
問題となることがあるようである。外国人向けの文法書には，al／altは不可算名詞（の単数形）と
共起し，hel／helt／heleは饗算名詞の単数形と共起すると，簡単に述べているものがあるが
（Afzelius・et・al．：15，山野辺：53f．），それでは，次の例文（1），（2）はどう解釈すべきであろうか：
　　（1）Peter　spiste　al　kage鳳．〈Pは～を食べた〉
　　（2）　　Peter　spiste　hele　kagen．
　また，heleが定冠詞等によって限定された名詞と結びつく場含には，　heleが定冠詞等によって限
定された名詞の前に来るhele　dagenタイプのものと，そうでないde旦hele　dagタイプのものがある。
両タイプは同義であるとする文法書や（Hansen：183，　Lomholt：69，山野辺：53f．），爾者は岡義であ
るがden　hele　dagタイプの方は古めかしいスタイルであるとする文法書などがあるが（5◎nes＆
Gade：33），それでは上の例文（2＞は次の例文（3）と，スタイル（の差があるとすれぽ，そ）の点を除け
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ぽ，同義なのであろうか：
　　（3）　　Peter　spiste　den　heie　kage．
　本稿では，al／alt，　hel／helt／heleの意味・用法を整理しつつ，上記の二点を考察する。
2．名詞の単数形との係わりにおけるal／altとlte｝／heK／keleの意味・用法
　前節末で触れたように，本稿では名詞の単数形との係わりにおける，al／altとhel／helt／heleとの
意味・用法の相違を中心に扱うが，この場合のheleとは，単数・既知形であるのは言うまでもな
い。
　OI）Sには撮／altやhel／helt／heieの様々な意味・用法が載っており，そこには古い意味・用法も
ある。また両者の意味・用法がオーバーラップしている場合も多々あり，今日（今世紀初頭の
ODS編纂嶺蒔）では，どちらか一方の使用が勧められる旨の注意書きが見られる。そのような古
い意味・用法を除くと，現代デンマーク語におけるal／altとhel／helt／heleの意味・用法は次のよう
である。
2．1．　aj／ajtの意味・用法
　al／altには概して次の三つの意味がある：（a）総体，全体，総量，最大限：〈すべての，（あらゆ
る）〉，（b）多数の鰯々の概念を一つの統一体へと総計すること：〈どの～もみな，ことごとく，（あ
らゆる）〉，（c）強め；高い／最高の程度・量：〈あらん限りの，最高の，簸大の，（あらゆる）〉。
　al／altは次のような不可算名詞（の単数形）や指示代名謁（の単数形）と共に用いられる（cf．
Mikkelsen：316f．）。
　（i）集合名詞と共に：この場合，al／altには（a）の意味がある：alt　kvaegくすべての畜牛〉
　　　　　　　　　　　（4）　Alt　hans　gode　tのj　blev　edelagt．
　　　　　　　　　　　　　〈彼の良い服全部が駄昌になった〉
　（ii）物質名詞と共に：この場合，　al／altには（a）の意味がある：al　luft〈すべての空気〉，　alt　kσdet
　　　　　　　　　　　〈その肉すべて〉
　　　　　　　　　　　（5）　　Flasken　veeltede，◎g　al　meelken　lのb　ud◎ver　gulvet．
　　　　　　　　　　　　　〈そのビンが倒れて，ミルクは全部床にごぼれた〉
　　　　　　　　　　　（6）Al　maden　blev　bragt　udefra
　　　　　　　　　　　　　くその食べ物はすべて外から持ち込まれた〉
　　　　　　　　　　　（7）　Al　den　ga認e磁磁韮g　m色tte　skrabes　af，　fσr　d⑦ren　kunne　m＆les．
　　　　　　　　　　　　　〈そのドアにペンキを塗るには，まず古いペンキを全部こそげ取らね
　　　　　　　　　　　　　　ぽならなかった〉
　㈹　抽象名詞と共に：この場合，al／altには（b）と（c）の意味カミある：af　al　kraft〈全力で〉，　i　al
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　　　　　　　　　　venlighed〈本嶺に親切に〉，　ude蕪al　tvlvl〈なんらの疑いもなく〉
　　　　　　　　　　（8）　Han　havde　al　mulig　grund　til　at　eergre　s量g．
　　　　　　　　　　　　〈彼には腹を立てる理由が十分あった〉
　　　　　　　　　　（9）　AI　feerdsel　med　mot◎rkのretのjer　forbudt．
　　　　　　　　　　　　〈自動車による，いかなる通行も禁正〉
　　　　　　　　　　（IO）　Al　brug　af　aben　ild　er　strengt　f◎rbudt．
　　　　　　　　　　　　〈いかなるたき火も厳禁〉
　　　　　　　　　　（ll）　Til　alt　he韮d　havde　han　tegnet　en　forsikring，　sゑ．．．
　　　　　　　　　　　　〈まったく幸運にも，彼は保険をかけていた。そこで…＞
　　　　　　　　　　a2＞　　Hanεergrede　sig　over　al　den　ulejlighed，　han　havde　pa　grun（韮af　tyveriet．
　　　　　　　　　　　　〈彼は，盗難のために被った面倒にことごとく腹を立てた〉
㈹　指示代名詞と共に：この場合，al／altには（a）の意味がある：a韮t　det〈それすべて〉
　　　　　　　　　　㈲　Det　bliver　speendende　at　hsre　om　alt　det，　ha捻har◎plevet．
　　　　　　　　　　　　〈彼が経験し）eことの全部について聞くのは面白くなる〉
2．2．　hel／helt／heleの意味・用法
　he1／helt／heleには，〈無傷の，壊れていない〉（例：en　hel　kop〈壊れていないカップ〉）とか，〈純
粋な，混ざり気のない〉（例：de£er　af　hel　sσlv〈それは純銀製だ〉）とかいった質的意味を表す場合
と，一方，量的意味を表す場合がある。hel／helt／heleとal／altとの関係を扱う本稿では，この質的
意味は詳しく扱わない。
2．2．i．　kel／hel｛／keleの簸的意味とその用法
　hel／helt／heleは可算名詞の単数形と結びつき，（より小さな部分・要素からなりたっている頬象
の）欠けたところのない全体を表す：
　　G4）　Hent　lige　en　hel　jordbeerkage　hos　bageren！
　　　　〈ちょっとパン屋に行って，ストロベリーケーキをまるごと買っておいで〉
　　⑮　Man　mゑ量kke　spise　noget　so磁helst　i　et　he｝t　dσgn．
　　　〈まる一昼夜何も食べてはいけません〉
　上記の例は，hel／heltが不定の名詞と結びついた場合であるが，これらが定冠詞等に限定された
名詞と結びつく場合には，hele　kage無タイプとden　hele　kageタイプがあることはすでに第一節で触
れた。文法書や辞書の中には，hele　kageRタイプが唯一可能なタイプであるという印象を与えてい
るものがあるが（Afzelius・et・al．：15，　DDO：162，　DER：　198f．　，　DES：523f．），少なくともデンマーク語
に関して言えば，これは明らかに誤りである。ただ，hele　kagenタイプが現代デンマーク語でふつ
うに見られるタイプであるとする文法書もあり（J◎nes＆Gade：33），　ODS（bd．7．　sp．1◎65f．）も，
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e駐hel　kageに対するふつうの概知形はhele　kagenタイプであるとする：
　　⑯　Man　behのver　ikke　betale　hele　bel曲et　pゑen　gang．〈全額を一度に払う必要はない〉
　　㈲　Hele　hans　plan　sl◎g　fej星．〈彼の全計画は失敗した〉
　　（18）Hele　byen　var　fuld　af　turister．〈町中が観光客であふれていた〉
　　（19）　】ヨ【an　h含bede　af　hele　sit　hjerte，　at　de　v呈薮e　have　heldet　med　s宝g．
　　　　〈彼らが幸運であるように，彼は心から望んだ〉
　一方，de簸hele　kageタイプは，二三の文法書によれぽ，古い雷い方であるにせよ，　hele　kagenタ
イプと同義であるとなっている（山野辺：53f．）。本嶺にそうであろうか？
　筆者が母語話老に確かめた限りでは，次の⑳は⑳とはまったく同義であるというわけではない。
　　⑳　Han　la　pa　stranden　hele　dagen．〈彼は一日中浜辺に寝そべっていた〉
　　⑫1）　Han　l畿P色stranden　den　hele　dag．
　つまり，⑳の方は，話し手の個人的評価が入り：
　　②）Han　1ゑ　pa　stranden　den　hele　dag．
　　　　　ヰ⑳　｝｛an抵pゑstr蹴den　hele　dage猛！〈彼は一日中（！）浜辺に寝そべっていた〉
　　　　　÷偽）　Han　l含P含stranden　hele　dagen，　og　det　var　meget　1
　　　　　　　　〈彼は一日中浜辺に寝そべっていたけど，本当に長い時問だよね！〉
　といった，意味合いになり，客観的なレポートなどでは用いられることは，まずない。
2．2．2．　kel／kelt／heleの羅／質的意味とその用法
　hel／helt／heleには，前節でみた〈欠けたところのない〉という量的意味と同時に，ある物の半分，
三分の～，五分の一とか，他の部分との対比において，〈（部分に）分けていない，まるのままの，
まるごとの〉という意味を表す：
　　餌）Drengen　praier　af　at　kunne　have　et　helt　acble　i　munden．
　　　　〈その男の子は，りんごまるまま一個を口に入れることができると，自慢している〉
　　幡）　　Jeg　sagde，　du　sku互1e　give　mig　den　hele　j◎rdb3erkage，　og　ikke　den　halve．
　　　　くそのまるのままのストロベリーケーキをちょうだい，て言ったでしょう。その半分のっ
　　　　て言ったんじゃないわよ〉
　このhel／helt／heleの意味と，前節のhel／helt／heleの意味の相違は，日本語訳からは十分囲瞭で
あるとは言えないかも知れない。そこで少し説明すると，§2．2．1．の⑯のen　hel　jordbeerkage
（hOS　bageren）では，話し手はストロベリーケーキの一姻まるままのことを考えている。しかし，
その場合，ヶ一キにナイフを入れて部分に分けているかどうかということは，ぜんぜん問題にして
いない。つまり，ケーキがまるまる一燗分あれば喪いということである。それに対して，§2．　2．　2．
の場合には，半分とか三分の一とか五分の一など，より小さな部分に分けているものとの鰐立にお
いて，あるいはさまざまな（何分の一という）大きさのものの中から小さな部分に分けていない，
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まるごとのリンゴー個（et　helt　a）ble）や，まるごとのストロベリーケーキー個を選び出していると
することができる。すなわち§2．2．2．ではhel／helt／heleは捌限的に用いられており，舗限的関係
節により次のように書き換えることができる：
　　⑫4）　　Dre猛gen　praler　af　at　ku無ne　have　et　helt駕ble　i　munden。
　　　　一㈲　Drengen　praler　af　at　kunne　have　et　eeble，　der　er　he互t，＿．
　　偽）　　Jeg　sagde，　du　skulle　g量ve　mig　den　hele　j◎r（lbaerkage，．．．
　　　　→　⑳　　Jeg　sagde，　du　skull　give　mig　den　jordbeerkage，　der　var　he｝，．＿
　ところで，これまでにa1／altとhel／helt／heleの意味・用法を見てきたが，統語論的特徴について
触れておく必要がある。al／altと前節§2．2．1．までに見たhel／helt／heleは，述語的形容詞して用
いられることは決してなく，常に限定的形容詞としてのみ用いられる。一方，§2．2．2．で扱われ
ているhel／helt／heleは，限定的形容詞としても，述諾的形容詞としても用いられることは，餌），
25），㈱，⑳の例から明らかである。
3．　む　す　び
　前節で単数名詞との係わりにおけるal／altとhel／helt／heleの関係を見てきた。前老が不可算名詞
と結びつき，後者が可算名詞と結びつくのが原則であると言えよう。ただ，名詞の中には，kage〈ケー
キ〉やfritid〈暇，自曲な蒔間〉などのように，　al／altとheレhelt／heleの荷者と結びつくことができ
るものがある。
　Kageは，数を問題にしない場含，つまり，水などと同様に物質としてみなされる場合は，不可
算名詞として機能しalと結びつく：
　　（1）Peter　spiste　al　kagen．
一方，数を問題にする場合は，一般の可算名詞として機能しhei（e）と結びつく：
　　（2）Peter　spiste　hele　kagen．
　それに対して，fritidは常に不可算名詞である。したがって，常にa1と結びつくことが予想され
る：
　　？8）　Peter　bruger　al　sin　fritid£i田sker三．〈Pは余暇全部を釣りに使う〉
しかし，fritidが一定の枠に入れられて特定化される場合には，heleと共起することが可能である：
　　㈲　Pe鰹b臓g£e　hele　sin　fritid　t圭1　a£reparere　huset　i　weeke薮den．
　　　　〈Pはこの逓宋に家の修繕に余暇の全部を使った〉
　これらの例からもわかるように，ある名詞が可算名詞であるか，不可算名詞であるかは，時には
話し手の物の見方に左右されるものである。
　He豆e　kagenタイプとde籍he！e　kageタイプの違いは§2．　2．　1．から明らかであるが，　de陰hele　kagc
タイプでは，話し手の燧人的評価が含まれる。そのため，de曲e王e　kageタイプの表規は，この意味
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においては，客観的な内容が要求される場での使用を避けるべきであると雷える。外国人は用いな
い方が無難と言えよう。
　De韮hele　kageタイプには，§2．2．2．で見たように，さらに，半分とか三分の一とかに対しての
〈まるままの，まるごとの〉という意味がある。この後者の意味を表す場合は，de無hde　kageタイ
プの表現は，何ら，その使用を避けるべき理由がないのは，轟然のことである。
　以上，本稿では，a1／altとhel／helt／heleを単数名詞との係わりにおいて扱った。網羅的というに
は程遠いが，筆者が常日頃から璽要と考えているポイントは押さえたつもりである。
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